
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

灯台公園国道沿いの花壇は、これまで町

青年団体連盟や町漁協青年部、町女性連の

皆さんで作っていました。 

今年は、日高山脈襟裳十勝国立公園にな

った記念に、５月19日（月）、えりも小学校

６年生14名と本町地区老人クラブ親友会の

方々９名が２つの花壇にマリーゴールドな

どを植えてくれました。 

また、スクールバスの運転手さんが交通

整理に協力くださいました。 

整備箇所は、町の玄関口となる場所であ

り、これからはもっと、町内の小学生やボラ

ンティアで中学生、高校生が参加できるよ

う、企画していきたいと考えています。 

すばらしい取組の一つとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

えりも町をよくするために 

     えりも小６年 新松 心愛  
  

今回初めて、花壇整備活動で老人会の

方々と一緒に花を置く位置を考え、協力し

て花を植えることができました。 

 最後は、みんなですてきな笑顔で写真を

とることができました。それを見て私は「え

りも町の玄関となる花壇にみんなで花を植

えられてよかったな」と思いました。 

 これからも、えりも町をよくするために

町をきれいにしたり、明るくあいさつした

り、困っている人がいたら、助けたり、自

分にできることをしたいです。 

初めての花壇整備活動を通して 

     えりも小６年 中野 実結  
 

花壇整備活動をやってみて、町をきれい

にすることの大切さと地域の方との関わり

の大切さを学びました。 

 これまで、地域の方との関わりはあまり

深くなかったので、うまく会話ができるか

不安でしたが、地域の方がリードしてくれ

るうちに、自然と関われるようになり、協

力して花を植えることができました。 

 花をきれいに並べることは思ったよりも

むずかしかったけれど、色あざやかに植え

ることができ、明るい花壇になりました。 

 えりも町をおとずれる人達を明るくむか

えられるよう、町民みんなで協力できてよ

かったです。 
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えりも小学校６年生と本町老
人クラブ親友会が、町をきれ
いにする国道の花壇づくり 

 
子どもたちの感想 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇５月８日（木）、今年度初めての学校訪問

をした時のことです。 

〇写真は、１・２年生の複式授業です。授

業では、山下日菜子先生（４月に平取町か

ら着任）が１年生２名、２年生２名に、算

数（１年～なんばんめ、２年～ひき算）の

授業を、二つの学年を行ったり来たりして

進めていました。 

〇このように、先生が２個学年をわたりず

らしの形で、学年ごとに教える形式を「学

年別指導」といいます。国語や算数、社会

などで行っています。 

○体育、音楽、図工、家庭などの教科は、

先生が学年の到達目標を別々に考えて一緒

に教えています。この形を「異学年同内容

指導」といいます。 

○先生方は、毎日、２個学年の指導の仕方

を工夫し、指導に当たっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

「本当の主体性」の姿は、複
式学級の先生がいないとき
の学習の姿に現れます。 
右の写真は、４年生の間

接指導時の様子です。 
４名の児童は、田中美枝

先生の指示に従って、考え
を深める活動に入っていま
した。正しい姿勢（立腰）で
しっかり学んでいます。 

～学校を休んでも、一緒に
学べる時代になりました～ 
 
庶野小学校を訪問した際

に、休んでいる児童がタブレ
ット端末を活用して学んでい
る姿を見ることができまし
た。学習参加が広がりました 

○庶野小学校の２
年生は２名ですが、
訪問当日は、１名が
体調がすぐれず、家
庭学習となりまし
た。 
○写真は、タブレッ
ト端末を有効活用
して、算数の授業に
参加している様子
です。 
○先生の指示を受
け止めたり、もう一
人の教室にいる友
達と話し合ったり
しながら学習を進
めていました。 

 

 

 立腰や自ら学ぼうとする力は、簡単には

身に付きませんが、庶野小では学校全体で

取り組んでいます。 


